
 当院では、下記の臨床研究を実施しております。
 本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で、情報を研究目的に利⽤、または、提供
されることを希望されない場合は、下記の問合せ先にお問合せください。

研究課題名
大型3型・4型胃癌に対する低侵襲手術の妥当性に関する後ろ向き観
察研究

該当者
大型3型・4型胃癌の患者さんで、2020年1⽉1⽇〜2022年12⽉31
⽇に手術を受けた⽅

実施予定期間 2026年12⽉から〜2028年12⽉31⽇まで

当院の研究責任者 外科 野村 尚

研究代表者

本研究の目的

大型3型・4型胃癌に対し、過去に低侵襲手術（腹腔鏡手術およびロ
ボット⽀援下手術）を施⾏した患者さんと同時期に開腹手術を施⾏
した患者さんの短期成績および⻑期予後の⽐較を⾏い、低侵襲手術
の妥当性について検討することを目的としています。

研究の⽅法

この調査では、当院において、2020年1⽉1⽇〜2022年12⽉31⽇
までの間に、大型３型，４型胃癌に対して手術を受けた⽅の電子カ
ルテまたはデータベースに記載のある診療情報から調査を⾏いま
す。

研究に⽤いる試
料・情報の種類

年齢、性別、診断、治療経過、病理所⾒，⽣存，死因など

お問合せ先 外科 野村 尚 023-685-2626

⼭形県⽴中央病院で診療を受けられた皆様へ

外部への試料・情
報の提供・公表

研究代表者に提供します。

個人情報の取扱い
利⽤する情報から⽒名や住所等の患者さんを直接特定できる個人情
報は削除します。

利益相反 本研究に関連し開⽰すべき利益相反関係にある企業はありません。
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